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区議会では、本会議等のインターネット中継(生中継・録画中継)を区議会ホームページにて配信しています。次回の定例会は、9／21(木)から開かれる予定

です。ぜひご覧ください▢問区議会事務局調査係☎3647-3548、℻3647-0430

日
本
に
在
留
し
て
い
る
外
国
人

数
は
︑
平
成

年

月
末
現
在
︑

28

12

�
︑
�
�
�
︑
�
�
�
人
で
︑
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
︒

江
東
区
で
暮
ら
す
外
国
人
は
︑

平
成

年
�
月
�
日
現
在
︑
�
�
︑

29

�
�
�
人
で
︑
区
民
の
お
よ
そ
19

人
に
�
人
に
な
り
ま
す
︒
国
別
の

割
合
は
︑
中
国

％
︑
韓
国
・
朝

49

鮮

％
︑
イ
ン
ド
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

17
の
出
身
者
も
多
く
︑
さ
ま
ざ
ま
な

国
籍
の
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
︒

住
宅
や
就
労
な
ど
で
の
差
別

国
際
化
が
進
む
一
方
で
︑
地
域

社
会
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
︒
例
え

ば
︑
外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
住
宅
の
賃
貸
を
断
ら
れ
る
︑
研

修
制
度
を
悪
用
し
︑
外
国
人
の
実

習
生
に
契
約
と
は
違
う
労
働
条
件

で
働
か
せ
る
︑
賃
金
を
払
わ
な
い

と
い
っ
た
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
︒

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
現
状

平
成

年
�
月
に
︑
本
邦
外
出

28

身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言

動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進

に
関
す
る
法
律
︵
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
解
消
法
︶
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
︒

こ
れ
に
よ
り
︑
ヘ
イ
ト
デ
モ
は
減

り
ま
し
た
が
︑
特
定
の
民
族
や
国

籍
の
人
々
を
排
斥
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
差
別
的
な
書
き
込

み
や
そ
の
拡
散
は
続
い
て
い
ま
す
︒

こ
う
し
た
行
為
は
︑
外
国
人
の
人

権
を
大
き
く
傷
つ
け
て
い
ま
す
︒

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

外
国
人
の
方
々
と
同
じ
地
域
で
︑

共
に
暮
ら
し
働
く
仲
間
と
し
て
︑

皆
で
協
力
し
て
地
域
社
会
を
築
い

て
い
く
た
め
に
は
︑
お
互
い
を
理

解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
︒

○
身
近
な
外
国
人
の
方
々
と
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
︑
地
域
社
会
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
︒

○
交
流
を
通
じ
て
︑
日
本
の
文
化

や
習
慣
︑
ル
ー
ル
を
知
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
︒

○
宗
教
や
文
化
︑
生
活
習
慣
な
ど

は
︑
国
や
民
族
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
で
す
︒
そ
の
こ
と
を
理
解
し

て
︑
外
国
人
の
持
つ
価
値
観
︑

習
慣
な
ど
の
多
様
性
を
尊
重
し

ま
し
ょ
う
︒

多
文
化
共
生
社
会
を
め
ざ
し
て

東
京
�
�
�
�
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に

は
︑
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
江

東
区
を
訪
れ
ま
す
︒
皮
膚
の
色
や

言
語
︑
宗
教
︑
生
活
習
慣
な
ど
が

異
な
る
人
々
と
触
れ
合
う
機
会
も

多
く
な
り
ま
す
︒
﹁
人
権
を
尊
重

す
る
ま
ち
江
東
区
﹂
の
実
現
を
め

ざ
し
︑
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
︒

▢問
人
権
推
進
課
人
権
推
進
担
当

☎
(
�
�


�
)
�
�
�



℻
(
�
�


�
)
�
�
�
�

外
国
人
の
人
権
問
題

～
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と
～ 2

建
替
え
工
事
で
昨
年
か
ら
休
止
し

て
い
た
亀
戸
駅
東
口
自
転
車
駐
車
場

は
︑
工
事
完
了
に
伴
い
︑

月
�
日

10

︵
日
︶
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
︒
運
営
再
開
に
伴
い
代
替

自
転
車
駐
車
場
は
閉
鎖
し
ま
す
︒
運

営
再
開
後
の
利
用
申
込
は
︑
昨
年
�

月
末
ま
で
亀
戸
駅
東
口
自
転
車
駐
車

場
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
た
方
を

優
先
し
て
受
付
け
て
い
ま
す
︒
新
規

の
申
込
は
︑

月
�
日
以
降
現
地
管

10

理
室
で
案
内
し
ま
す
︒
詳
細
は
︑
運

亀
戸
駅
周
辺
の
放
置
禁
止
区
域

を
見
直
し

代
替
自
転
車
駐
車
場
の
閉
鎖
に
伴

い
︑
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
を
建
替

え
工
事
前
の
区
域
に
戻
し
ま
す
︒
詳

細
が
決
ま
り
し
だ
い
︑
区
報
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

▢問
交
通
対
策
課
自
転
車
対
策
係

☎
(
�
�


�
)


�
�
�

℻
(
�
�


�
)
�
�
�
�

営
事
業
者
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

ま
た
︑
利
用
料
金
の

一
部
が
建
替
え
前
と

変
更
に
な
り
ま
す
︒

▢問
セ
ン
タ
ー
サ
イ

ク
ル
亀
戸
共
同
事
業

体

☎
(
�
�
�
�
)

�
�
�
�

区
内
の
ビ
オ
ト
ー
プ
を
意
味
す
る

ポ
ケ
ッ
ト
エ
コ
ス
ペ
ー
ス
︵
Ｐ
Ｅ

Ｓ
︶
に
つ
い
て
知
り
︑
そ
の
管
理
や

自
然
観
察
を
体
験
す
る
こ
と
で
︑
自

然
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
と
︑

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ぶ
講
座
で
す
︒
知
識
や
経
験
の
な
い

方
も
楽
し
く
参
加
で
き
ま
す
︒

▢時

▢内
下
表
の
と
お
り

▢場
仙
台

堀
川
公
園
Ｐ
Ｅ
Ｓ
︵
東
陽
�
︱

�
地

先
︶
︑
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
︵
東

陽


︱

︱

�
︶
︑
東
京
環
境
工
科

11

専
門
学
校
︵
墨
田
区
江
東
橋
�
︱

�

︱

�
︶
ほ
か

▢人
区
内
在
住
・
在
勤

で
高
校
生
以
上
の
方

人
︵
申
込
順
︶

30

▢費
無
料
︵
交
通
費
実
費
負
担
※
�

月

日
︵
土
︶
は
移
動
で
都
営
バ
ス

30
を
一
度
利
用
︶

▢締
�
月

日
︵
火
︶

26

▢申
�
月

日
︵
金
︶
か
ら
電
話
で

15

施
設
保
全
課
庶
務
係
※
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す

☎
(
�
�


�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�


�
)


�


�

対
象
の
方
は
︑
各
浴
場
で
そ
の
旨
を

告
げ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

▢問
消
費
者
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

上

年
未
満

20

○

年
表
彰
：
勤
務
年
数
が

年
以

20

20

上

年
未
満

30

○

年
表
彰
：
勤
務
年
数
が

年
以

30

30

上

年
未
満

40

○

年
表
彰
：
勤
務
年
数
が

年
以

40

40

上
※
勤
務
年
数
は
平
成

年


月
�
日

29

現
在
の
満
年
数

﹇
推
薦
方
法
﹈事
業
主
と
所
属
す
る
商

工
団
体
の
長
と
の
連
名
に
よ
り
推
薦

し
て
く
だ
さ
い
︒
た
だ
し
︑
商
工
団

体
に
所
属
し
て
い
な
い
事
業
所
は
︑

�
月

日
︵
月
・
祝
︶
は
敬
老
の

18

日
で
す
︒
こ
の
日
︑

歳
以
上
の
方

65

と
小
学
生
以
下
の
方
は
区
内
の
銭
湯

を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
︒
銭
湯
の

良
さ
を
実
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
︒

区
で
は
︑
区
内
中
小
企
業
に
永
年

勤
務
し
て
い
る
方
で
︑
人
格
・
勤
務

成
績
が
優
れ
︑
他
の
模
範
と
な
る
従

業
員
の
方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
︒
該

当
す
る
従
業
員
が
い
る
事
業
主
の
方

は
︑
ご
推
薦
く
だ
さ
い
︒

※
本
表
彰
制
度
は
︑
来
年
度
以
降
︑

表
彰
の
種
類
︵
年
数
︶
等
の
見
直
し

を
予
定
し
て
い
ま
す
︒
詳
細
が
決
ま

り
し
だ
い
︑
区
報
・
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

﹇
表
彰
の
種
類
お
よ
び
対
象
﹈

○

年
表
彰
：
勤
務
年
数
が

年
以

10

10

事
業
主
の
推
薦
で
推
薦
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
︒
推
薦
書
は
経
済
課

︵
区
役
所


階

番
︶
に
あ
り
ま
す

29

︵
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

可
︶
︒

▢締

月

日
︵
火
︶
必
着

10

31

﹇
被
表
彰
者
の
決
定
﹈審
査
委
員
会
で

被
表
彰
者
を
決
定
し
ま
す
︒

﹇
表
彰
式
﹈
▢時
平
成

年
�
月

日

30

24

︵
水
︶
午
後
�
時
︵
予
定
︶
▢場
江
東

区
文
化
セ
ン
タ
ー
レ
ク
ホ
ー
ル
︵
東

陽


︱

︱

�
︶

11

▢問
経
済
課
産
業
振
興
係

☎
(
�
�


�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�


�
)
�




�

利用料金
※定期利用は月額、一時利用は24時間ごとの
料金

-

学生

1,100円

学生

一般

一般
建替え部分1階

既存部分屋上

区分

建替え部分2階

-
1,500円一般

既存部分2階

900円

1,500円

2,000円

定期
利用

1,000円学生

100円

一時
利用

100円-建替え部分屋上

-
1,800円一般

既存部分1階
1,200円学生

-
1,800円一般

1,200円学生

100円
1,500円一般

建替え部分3階
1,000円学生

｢区内ビオトープめぐり｣▢師 NPO法人
ネイチャーリーダー江東ほか

開講式、｢江東区のビオトープ｣▢師 NPO
法人ネイチャーリーダー江東

内容

9／30(土)13：00
〜16：30(見学)

｢生物多様性とは｣▢師 須田真一(中央大
学保全生態学研究室)

10／3(火)19：00
〜21：30(講義)

10／21(土)13：30
〜16：30(講義)

｢自然観察会を体験してみよう｣▢師 奇二
正彦(NPO法人生態教育センター)

10／8(日)13：30
〜16：30(実習)

9／28(木)19：00
〜21：30(講義)

｢保全管理作業をしてみよう｣▢師 NPO
法人ネイチャーリーダー江東

10／14(土)9：30
〜12：00(実習)

日時

閉講式、｢ワークショップ｣▢師 NPO法人
ネイチャーリーダー江東

大島7-7-3

大島2-37-7

所在地

枝川1-6-15

東砂7-15-1

白山湯

大島1-36-6

旭湯

第二久の湯

牡丹2-4-6

亀戸6-49-14

第二和泉湯

所在地

富山湯

浴場名

久の湯猿江1-18-9亀の湯

南砂4-15-19喜楽湯住吉2-5-14日の出湯

東砂3-18-17藤の湯亀戸5-9-7隆乃湯

不二の湯

竹の湯

らかん湯

浴場名

東砂8-20-16

竹の湯東陽3-12-11ニュー松の湯

北砂4-20-25亀の湯三好1-2-3辰巳湯

北砂6-7-3丸八湯常盤2-3-8常盤湯

北砂6-14-8文化湯森下4-9-18竹の湯

南砂1-14-9

大島7-25-14春の湯東陽1-6-9金春湯

北砂3-25-8

東京都の江東内部河川整備計画に基づく整備に先

立ち、横十間川の本村橋から大島橋までの西側散策

路を撤去します。撤去後は、東京都の整備工事が完

横十間川散策路撤去工事
10／2(月)〜本村橋から

大島橋までの西側散策路は通行止めに

了するまで、散策

路の通行はできま

せん。ご迷惑をお

かけしますがご理

解とご協力をお願

いします。

[工事期間]

10／2(月)〜

▢問 河川公園課工

事係

☎3647-2089、

℻3647-9216




